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9月30日から10月上旬にかけて 共生センターのフジバカマ

にアサギマダラが飛来しました！

平成29年上野台中学校の虹プロジェクトで共生センターに

いただいたフジバカマが、今年もいっぱい花を咲かせました。

そのフジバカマや前庭のヒヨドリバナの蜜を求めてやってきて、

ふわふわと天高く舞う美しい姿に感動しました。

これから越冬のために暖かい場所へ

海を渡って飛んでいくのかな…

長い旅路の無事を祈り、来年も

有馬富士共生センターへやって来て

くれることを願うばかりです。

11月6日、講師に森脇泉さんを迎え、竹箸作り

体験を開催しました。

竹を小刀で削り、自分だけの竹箸を作りました。

主に小学４～６年生の親子で参加いただき、

「楽しかった」、「良い経験になった」とたくさんの

お言葉をいただきました。

子どもたちの好奇心に満ちあふれた、真剣な

眼差しが印象的でした。

竹という自然の素材から里山に関心をもち、

自然の資材について考える機会にしていただ

けたら嬉しいです。
編集後記

新しい職員を仲間に迎え、パワーアップしました！

きょうせいだよりをとおして、今後も皆様に共生センターのことを、

もっと知っていただけるよう、楽しい情報を発信していきます。

感想やお気づきの点等ございましたら、どんなことでも、窓口の職員に

お伝えいただけたら大変嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします！

お申し込み方法など詳しくは､

三田市ＨＰまたは「広報さんだ」をご覧ください。
（申し込みを終了している場合や、やむを得ず予定を変更することがあります。）

↑

これまでの教室の

様子の動画を

見ることができます。

（三田市ホームページ）

今年も飛来！

教室の様子

11月１２日・１５日に上野台中学校２年生が

トライやる活動に来てくださいました。

真剣に説明を聞いて作業に取り組む生徒の

皆さんの集中力に感心しました。

共生センター内に掲示するポスターを制作していただき

ました。この施設を、より良くもっと快適にご利用していた

だくため、どんなものを作ろうかと、前もって考えてきて

くださいました。生徒の皆さんの想いを感じ、大変有難く、

嬉しい２日間でした。

制作していただいた作品をセンター内に掲示しています。

是非見にきてください！！

ロビーの暖炉 点火！

ぜひ中面を開いて

ご覧ください！

金蘭先生に教わる！

申込フォーム↑

親子で

制作物例

対象者：小学生の親子（定員は８組で参加費無料）

申込み：令和４年１月１１日(火)までに

三田市 産業政策課まで(０７９－５５９－５０８５)

日 時：令和４年２月5日（土）10時～12時

場 所: 有馬富士共生センター里山工作室

年末年始の休館日のお知らせ
12月29日（水）～1月3日（月）は休館日です。

開催

ヤマラッキョウ
共生センター前庭にて

11月4日 開花！

秋に咲く花です

教室は和やかな雰囲気で、渡邊先生は丁寧に教えてくださいます。

一緒に作品を作り学ぶなかで、木工の技術や新しい興味、考え方、

人と出逢える場として、楽しんでいただけたら嬉しいです。

＠共生センター大会議室

＠有馬富士公園休養ゾーン大芝生広場

☎０５０－７１２９－１８７５
https://astrosanda.wixsite.com/sanda-astronomyclub

休養ゾーンイベント紹介
有馬富士公園ホームページをご覧ください
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昨年度は暖炉をお休みしましたが、今年度は火を灯しています♪

自然の火の温かさを是非体感しにきてください(*^-^*)

三田里山どんぐりくらぶってなぁに？

有馬富士共生センターにそびえ立つ煙突と赤々と火が灯った暖炉。

よく「本物ですか？」と言われるんです・・・本物です！（笑）
共生センターの暖炉では「三田里山どんぐりくらぶ」さんの協力のもと、

自然災害などによって出た倒木を薪に活用しています。

自然と人の共生実践塾
結成から十数年。

定年後の居場所づくりとして結成した団体から、

派生して誕生したのが私たち自然と人の共生実践塾です。

主な活動内容として、農業・そば打ち・料理教室・ハイキング等…

現在20名ほどで月６回程度、活動をしています。

近年ではコロナの影響もあり、なかなかそば打ちはできませんので

春夏秋冬それぞれの季節に合わせた、多くの種類の野菜を育てています。

また、そば打ち活動には外国からの体験希望者も多いです。

国際交流協会の日本語サロンに参加された方など、これまでに

中国・ベトナム・バングラディッシュ・・・と様々な国から体験に来られています。

日本語を学びながらそば打ちを体験できてみんな楽しそうです。

そば打ちの楽しさ・魅力が経験や味を通して伝わるとうれしいです。

当初は“定年後の居場所づくり”でしたが今後は

若い方にもそば打ちや農業の楽しみを広めたいと思っています。

活動中は口と手を同時に動かすので脳トレにもなりますよ♪

参加・入会希望に年齢制限はありません(^O^)

農業体験も希望者がいれば可能です。

このコーナーでは、

共生センターをご利用いただいている

みなさんの紹介をしています♪(*^-^*)

※興味のある方は有馬富士共生センター窓口までお問合せください

令和3年10月

サツマイモ掘りのようす。

子どもたちも

体験に参加！！

平成１０年、三田市農政課主催の森の学校卒業生有志により

里山保全ボランティアとして発足。里山と親しみ、

里山に対する理解を深め、日々里山の保全活動をしています。

現在会員数は１６名で、三田市高平地区にある「ナナマツの森」を拠点にしています。

また、里山の保全活動をしながら、炭焼き、椎茸栽培、散策道の整備、

ササユリの保護、フクロウの巣箱観察、酸性雨の調査などにも取り組んでいます。

令和３年11月19日金曜日、地元高平小学校の3年生が

「環境体験学習」として草刈りや間伐を行いました。

子どもたちは「木を切るのが楽しい」「これからもやってみたい」と

楽しみながら作業をしていました。

「子どもたちが大人になったら同じように活動してほしい。

里山に興味を持ってくれるだけでも嬉しい」と

代表の佐藤さんは子どもたちに笑顔を

こぼしながら話をされていました。

みんながハイキングに

使っている橋の手入れも

活動の一つです。

蕎麦打ちは道具の手入れも欠かせません。

手入れは水洗い・洗剤洗いという家庭一般の

食器洗浄の手法と同様。木製の麺棒やそば打ち板には、

仕上げに「クルミ油」と言われる油を塗布し仕上げます。

木目がきれいに出て、表面が保護されるのでこれは欠かせません☺

蕎麦打ち道具の手入れのようす


